
人口のうごき（平成17年10月１日現在）   ○世帯数   111,312（208減）   ○人口   男123,746（165減）  女117,732（35増）  計241,478（130減）  うち外国人登録数4,133

平成17年（2005年） 第1394号10月21日

環境にやさしいまち
府中市は、環境の国際規格ISO14001
を取得しています
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◆
主
な
記
事
◆

２面 …介護保険サービスの利用状況
３面 …長野県佐久穂町と姉妹都市盟約を締結
４面 …都史跡「三千人塚」発掘調査現地説明会

　10月22日（土）から31日（月）に、都内全域で駅周辺の放置自転　10月22日（土）から31日（月）に、都内全域で駅周辺の放置自転
車をなくすため、「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」を実車をなくすため、「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」を実
施します。施します。
　期間中は、自治会や事業者などと協力して、市内の９駅で自転　期間中は、自治会や事業者などと協力して、市内の９駅で自転
車の放置防止を呼び掛けます。車の放置防止を呼び掛けます。
　現在、市内の各駅周辺には合わせて約1400台の自転車が放置　現在、市内の各駅周辺には合わせて約1400台の自転車が放置
され、歩行者の通行を妨げ、特に障害のある方や高齢者の安全なされ、歩行者の通行を妨げ、特に障害のある方や高齢者の安全な
通行を脅かしています。また、災害時の避難や緊急時の交通障通行を脅かしています。また、災害時の避難や緊急時の交通障
害、都市景観を損なうなど様々な弊害をもたらしています。害、都市景観を損なうなど様々な弊害をもたらしています。
　「私の１台くらいなら」という気持ちが、放置自転車を増加さ　「私の１台くらいなら」という気持ちが、放置自転車を増加さ
せ、様々な迷惑の原因になります。自転車を利用する一人ひとりせ、様々な迷惑の原因になります。自転車を利用する一人ひとり
がルールとマナーを守り、住みよいまちづくりにご協力くださがルールとマナーを守り、住みよいまちづくりにご協力くださ
い。い。
　問合せは、地域安全対策課施設管理係（３３５・４０６９）へ。　問合せは、地域安全対策課施設管理係（３３５・４０６９）へ。

どこに自転車を止めたらいいですか。

市では、駅
周辺に17

か所の有料自転
車駐車場と21
か所の無料自転
車駐車場を設置
しています。自
転車は、自転車
駐車場に駐車し
てください。

「ちょこ・りん・スポット」を利用したいのです
が。
「ちょこ・りん・スポット」は、臨時暫定的に買
い物客など短時間利用者の自転車置場として
けやき並木歩道部分に設置しています。利用時
間は、午前10時～午後８時の間で３時間以内で
す。３時間を超えて駐車した場合は、撤去の対象
となりますので、自転車駐車場を利用してくだ
さい。

撤去された自転車はどこにありますか。

撤去した自転車は、市内４か所の自転車保管
所で保管しています。引き取りの際には、撤去
料・保管料を徴収します。

▽各駅の保管所
○府中駅周辺…矢崎町自転車保管所（矢崎
町２の27）・小柳町自転車保管所（小柳町６
の１） 
○東府中駅・多磨霊園駅・武蔵野台駅・多磨
駅・白糸台駅・競艇場前駅・是政駅・府中競馬

正門前駅周辺…八幡町自転車保管所（八幡
町１の24）
○中河原駅・分倍河原駅・府中本町駅・北府
中駅…四谷自転車保管所（四谷６の57）
▽保管所開設日時 
○月・水・金・日曜日　午前９時～午後４時
○火・木曜日　午後１時～４時
※土曜日、国民の祝日に関する法律に規定
する休日、12月29日から１月３日は返還業
務は行いません。 
▽引き取りに必要なもの 
○身分証明書（免許証・保険証・学生証など）
○印鑑 
○撤去料（2000円）・保管料（１日50円／最
高20日分）
※引き取り者が所有者本人でない場合は、委
任状が必要です。

●点字ブロック（視覚障害者誘導用ブロック）は、視
覚障害のある方が安全に歩行するために配置されて
います。周囲に自転車などを放置すると、大きな事故
につながりますので、絶対にやめましょう。
●自転車の走行が認められている歩道では、歩行者
を優先し、車道側を徐行しましょう。
●駅から800メートル以内の方が歩いて駅を利用すると、
駅周辺の放置自転車は大幅に解消されます。健康の
ためにも駅に近い方は歩きましょう。
●事故防止のため、自転車は定期的に点検・整備を
しましょう。

守ってますか？守ってますか？
知っていますか？知っていますか？
自転車のルールとマナー自転車のルールとマナー

Q
A

Q
A

Q
A

Q A&自転車

駅前放置自転車駅前放置自転車
　　　　    クリーンキャンペーンクリーンキャンペーン
駅前放置自転車駅前放置自転車
　　　　    クリーンキャンペーンクリーンキャンペーン
駅前放置自転車駅前放置自転車
　　　　    クリーンキャンペーンクリーンキャンペーン

t 

視
覚
障
害
の
あ
る
方
の
安
全

な
通
行
の
た
め
に

▲ 自転車駐車場を利用しま
しょう

困ります困ります
　　自転車置きざり　　自転車置きざり
　　　　　　　知らんぷり　　　　　　　知らんぷり

困ります困ります
　　自転車置きざり　　自転車置きざり
　　　　　　　知らんぷり　　　　　　　知らんぷり

困ります
　　自転車置きざり
　　　　　　　知らんぷり

困ります
　　自転車置きざり
　　　　　　　知らんぷり
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高
齢
者
人
口
と
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
の
推
移

　

市
の
65
歳
以
上
の
人
口
は
、左

の
図
１
の
と
お
り
毎
年
増
加
し
、

平
成
17
年
３
月
に
は
市
の
人
口
の

16
％
を
占
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

高
齢
者
人
口
に
占
め
る
要
支
援
・

要
介
護
の
方
の
割
合
も
16
％
に
増

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
進
む
中

で
、左
下
の
図
２
の
と
お
り
介
護

保
険
制
度
で
介
護
が
必
要
と
認
定

さ
れ
た
要
支
援
・
要
介
護
の
方
も

増
加
し
、平
成
12
年
度
と
平
成
16

年
度
を
比
較
す
る
と
約
２
８
０
０

人
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、要
支

援
・
要
介
護
１
と
い
っ
た
軽
度
の

認
定
者
の
割
合
が
、36
・
２
％
か
ら

48
・
６
％
と
急
増
し
ま
し
た
。軽
度

の
認
定
者
の
割
合
は
、全
国
的
に

増
加
傾
向
に
あ
り
、制
度
改
正
の

理
由
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、在
宅
、ま
た

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
い
っ
た
施

設
に
通
所
し
て
受
け
る
在
宅
サ
ー

ビ
ス
と
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
受
け
る

お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
人
数
は
下
の
図
３

の
と
お
り
で
、サ
ー
ビ
ス
全
体
の

利
用
人
数
は
平
成
12
年
度
と
平
成

16
年
度
を
比
較
す
る
と
69
・
９
％

増
加
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
の

財
政
運
営

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
、利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
費
用
の

１
割
を
利
用
者
が
自
己
負
担
し
、

残
り
の
９
割
は
40
歳
以
上
の
被
保

険
者
保
険
料
と
公
費
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
の
増

加
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に

よ
り
、保
険
給
付
額
は
右
下
の
図

４
の
と
お
り
大
き
く
伸
び
て
い
ま

す
。平
成
16
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
１
人
当
た
り
の
保
険
給

付
額（
月
額
）は
、在
宅
サ
ー
ビ
ス

が
約
９
万
円
、施
設
サ
ー
ビ
ス
費

が
約
31
万
円
で
、５
年
間
ほ
と
ん

ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
制
度
の

見
直
し

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
保
険
給
付
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、10
月
か
ら

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
居
住
費

と
食
費
が
保
険
給
付
の
対
象
外
に

な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、被
保
険
者

の
範
囲
、軽
度
の
認
定
者
の
増
化

に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
や
保
険
給

付
の
対
象
範
囲
の
見
直
し
の
ほ

か
、今
後
想
定
さ
れ
る
認
知
症
高

齢
者
の
増
化
や
総
合
的
な
介
護
予

防
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
、様
々

な
観
点
か
ら
平
成
18
年
４
月
に
制

度
改
正
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
、市
で
は
高
齢
者
保

健
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
で
、平
成
18
年
４
月
か

ら
の
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
中
で
す
。

予
防
重
視
型

シ
ス
テ
ム
へ

　

今
後
は
、制
度
全
体
を「
予
防
重

視
型
シ
ス
テ
ム
」へ
と
転
換
し
て

い
き
ま
す
。軽
度
の
認
定
者
が
５

割
近
く
を
占
め
て
い
る
た
め
、生

活
機
能
低
下
の
危
険
性
を
早
期
に

発
見
し
、軽
い
段
階
か
ら
短
期
・
集

中
的
な
対
応
、筋
力
向
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、転
倒
骨
折
予
防
、低
栄
養

予
防
、口
く
う
ケ
ア
な
ど
の
新
た

な
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
介
護
予
防
に

つ
い
て
、対
象
者
や
給
付
内
容
を

見
直
し
た「
新
予
防
給
付
」が
平
成

18
年
４
月
に
創
設
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
納
付

　

介
護
保
険
制
度
は
、介
護
が
必

要
な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う

　

介
護
保
険
制
度
は
、平
成
12
年
４
月
か
ら
始
ま
り
、５
年
が
経
過
し
ま

し
た
。こ
の
間
の
高
齢
者
人
口
の
変
化
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
と
今
後
の
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、介
護
保
険
課
管
理
係（
３
３
５
・
４
０
７
０
）へ
。

◆高齢者人口などの推移◆ （図１）

平成12年度13年度 14年度 15年度 16年度

％人

高齢者人口は約5,300人、高齢化率は1.5％の増加

0

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

0

30,000 10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

15.0

16.0

17.0

18.0

高齢者人口
高齢化率

高齢者人口に占める
要支援・要介護者の割合

（人口に占める高齢者の割合）

14.5％14.5％

10.8％10.8％

14.9％14.9％

12.3％12.3％

15.4％15.4％

14.3％14.3％

15.9％15.9％

（各年度
 ３月31日現在）

16.8％16.8％

16.0％16.0％
15.7％15.7％

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

◆要支援・要介護認定者数◆

平成12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

人

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１
要支援

（図２）

認定者は、約2,800人の増加

（各年度３月31日現在）

要支援・
要介護１
が36.2％

要支援・
要介護１
が48.6％

（各年度３月31日現在）

◆介護サービス利用者数◆ （図３）

人

平成12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
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◆保険給付費決算額◆

千万円

（図４）

平成12年度 13年度 14年度 16年度15年度

１人当たりの保険給付額（月額）は、在宅サービスは約９万円、
施設サービスは約31万円
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社
会
保
険
制
度
で
す
。市
で
は
、保

険
料
の
収
納
率
の
低
下
を
防
ぐ
た

め
、訪
問
催
告
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、保
険
料
の
未
納
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
、サ
ー
ビ
ス
費

用
の
１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
が
、保
険
料
を
納
め
て
い
な
い

と
、保
険
料
の
未
納
の
期
間
に
応

じ
て
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
、自

己
負
担
の
割
合
が
増
加
し
ま
す
。

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、特
に
生
活
が
困
窮
し
、保

険
料
の
全
額
が
困
難
な
方
で
、一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

は
、保
険
料
を
減
免
で
き
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

s 

音
楽
を
楽
し
む
在
宅
サ
ー
ビ

ス
利
用
者

　

病
気
の
予
防
だ
け
で
な
く
、老

化
の
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
発
見

し
、適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
、

元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、健
康
維
持
と
老
化
の

サ
イ
ン
の
早
期
発
見
の
た
め
、介

護
予
防
健
診
と
介
護
予
防
教
室
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

問
合
せ
は
、高
齢
者
福
祉
課
介

護
支
援
係（
３
３
５
・
４
４
７
０
）

へ
。

■
介
護
予
防
健
診

　

介
護
予
防
健
診
で
は
、18
項
目

の
質
問
と
３
項
目
の
体
力
測
定
の

結
果
を
基
に
、そ
の
場
で
身
体
虚

弱
、転
倒
、軽
度
の
認
知
症
、尿
失

禁
、低
栄
養
の
危
険
性
を
判
定
し

ま
す
。

　

11
・
12
月
の
介
護
予
防
健
診
は
、

下
の
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、皆
さ
ん
の
身
近
な
場
所

で
健
診
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、介

護
予
防
健
診
車
を
導
入
し
ま
し

た
。こ
の
健
診
車
は
、公
園
や
自
宅

の
駐
車
場
な
ど
皆
さ
ん
が
希
望
す

る
場
所
へ
伺
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
健
診
車
の
申
込
み

は
、下
の
表
２
の
各
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
介
護
予
防
教
室

　

介
護
予
防
教
室
で
は
、介
護
状

態
に
な
ら
な
い
た
め
の
体
力
づ
く

り
や
食
事
方
法
な
ど
、毎
月
テ
ー

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

介
護
予
防
健
診
・

介
護
予
防
教
室

マ
を
変
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、

◆介護予防健診◆ （表１）

日　時 会場 申込み・問合せ
11月16日（水）午後１時半 西府文化セン

ター 鳳仙寮在宅介護支援セン
ター（３６０・１３８０）

12月７日（水）午後２時 押立文化セン
ター しみずがおか在宅介護支援セン

ター（３６３・１６６１）
12月９日（金）午前10時 武蔵台文化セン

ター 泉苑在宅介護支援セン
ター（３６６・００８０）

◆在宅介護支援センター一覧◆ （表２）

お住まいの地域 担当支援セン
ター 電　話

多磨町・朝日町・紅葉丘・白糸台（１～３
丁目）・若松町 あさひ苑在宅介護支援セン

ター ３６９・００８０

浅間町・緑町 緑苑在宅介護支援セン
ター ３６７・６２１５

押立町・八幡町・清水が丘・白糸台（４～
６丁目） しみずがおか在宅介護支援セン

ター ３６３・１６６１ 

是政・小柳町 さくらんぼ在宅介護支援セン
ター ３１４・０４５１ 

天神町・幸町・府中町・寿町・晴見町・栄町 安立園在宅介護支援セン
ター ３６７・６５１１

新町 しんまち在宅介護支援セン
ター ３４０・５０６０

宮町・日吉町・矢崎町・南町・本町・片町・
宮西町 ピースプラザ在宅介護支援セン

ター ３３６・５８３１

日鋼町・武蔵台・北山町・西原町・
東芝町・美好町（１・２丁目） 泉苑在宅介護支援セン

ター ３６６・００８０

美好町（３丁目）・分梅町・住吉町・四谷・
日新町 よつや苑在宅介護支援セン

ター ３３４・８１４１

本宿町･西府町 鳳仙寮在宅介護支援セン
ター ３６０・１３８０

s 
介
護
予
防
健
診
車
で
気
軽
に

健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

左
の
表
２
の
各
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。
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市
内
に
は
、中
央
図
書
館
と
12

の
地
区
図
書
館
が
あ
り
、約
１
１

８
万
冊
の
本
と
約
７
万
点
の
視
聴

覚
資
料（
Ｃ
Ｄ
、ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
）を
揃
え

て
い
ま
す
。

　

本
を
読
み
た
い
と
き
、音
楽
や

映
像
を
楽
し
み
た
い
と
き
な
ど
、

ぜ
ひ
、図
書
館
を
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
は
、中
央
図
書
館（
３
６

２
・
８
６
４
７
）へ
。

■
図
書
館
の
利
用
方
法

　

本
や
視
聴
覚
資
料
を
借
り
る
に

は
、図
書
館
利
用
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。市
民
の
方
は
住
所
が
確
認

で
き
る
も
の（
保
険
証
・
免
許
証
な

ど
）を
、市
内
在
勤
・
在
学
の
方
は

そ
れ
が
確
認
で
き
る
も
の
を
持
っ

て
、各
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
借
り
た
い
資
料
は
リ
ク
エ
ス
ト

を
　

貸
出
し
中
の
資
料
の
予
約
や
、

市
内
の
ほ
か
の
図
書
館
に
あ
る
資

料
を
、近
く
の
図
書
館
に
取
り
寄

せ
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、借
り
る
際
は
、予
約
し
た

方
の
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
検
索
・
予
約

　

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http:

図
書
館
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

10
月
27
日（
木
）か
ら
11
月
９
日（
水
）は

読
書
週
間

功
労
の
あ
っ
た
方
々
へ

都
知
事
表
彰

//lib.city.fuchu.tokyo.jp/

）

で
は
、所
蔵
し
て
い
る
資
料
の
検

索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

を
利
用
す
る
に
は
、事
前
に
図
書

館
で
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
本
の
テ
ー
マ
展
示

　

図
書
館
で
は
、毎
年
テ
ー
マ
を

決
め
て
本
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。今
年
度
は「
世

界
物
理
年
」に
ち
な
み
、「
相
対
性

理
論
」を
テ
ー
マ
に
、是
政
図
書
館

か
ら
順
次
各
館
を
巡
回
し
ま
す
。

■
稲
城
市
、国
分
寺
市
と
の
相
互

利
用

　

市
で
は
、稲
城
市
、国
分
寺
市
と

市
立
図
書
館
相
互
利
用
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。稲
城
市
、国
分
寺
市

の
図
書
館
の
利
用
を
希
望
す
る
市

民
の
方
は
、住
所
の
確
認
が
で
き

る
も
の（
保
険
証
・
免
許
証
な
ど
）

を
持
っ
て
、各
市
の
図
書
館
へ
。

■
図
書
館
の
不
用
図
書
を
無
料
で

差
し
あ
げ
ま
す

▽
会
場
・
期
間

○
各
地
区
図
書
館
…
11
月
１
日

（
火
）か
ら
／
た
だ
し
、住
吉・
押
立・

　

こ
の
た
び
、各
分
野
で
功
労
の

あ
っ
た
次
の
市
民
の
方
々
が
都
知

事
か
ら
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、秘
書
課（
３
３
５
・

４
０
１
５
）へ
。

（
敬
称
略
）

（
10
月
１
日
付
）

■
地
域
活
動
功
労

▽
相
原　

博
／
府
中
市
議
会
議
員

▽
玉
田
大
助
／
片
町
一
丁
目
自
治

会
長

■
税
務
功
労

▽
大
倉
久
隆
／
武
蔵
府
中
青
色
申

告
会
会
長

■
福
祉
・
医
療
・
衛
生
功
労

▽
大
山
和
男
／
府
中
第
一
中
学
校

学
校
医

▽
濱
田
惠
美
子
／
押
立
保
育
園
園

長■
教
育
功
労

▽
清
水
正
人
／
元
明
星
小
学
校
校

長
・
理
事

■
産
業
振
興
功
労

▽
髙
野
正
次
／
多
摩
川
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長

■
都
市
づ
く
り
功
労

▽
井
上
三
郎
／
府
中
駅
南
口
第
三

地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
理
事
長

▽
東　

京
／
全
日
本
不
動
産
協
会

東
京
都
本
部
相
談
役

（
10
月
４
日
付
）

■
青
少
年
健
全
育
成
功
労

▽
梅
田　

誠
／
青
少
年
対
策
第
四

地
区
委
員
会
委
員

▽
荻
野
八
代
枝
／
青
少
年
対
策
第

五
地
区
委
員
会
委
員

　

市
で
は
、高
齢
者
の
方
が
病
気

や
け
が
な
ど
で
入
院
し
た
と
き

に
、次
の
と
お
り
見
舞
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象 

70
歳
以
上
の
市
民
で
、

医
療
機
関
に
７
日
以
上
継
続
し
て

入
院
し
た
方（
介
護
保
険
適
用
の

入
院
、生
活
保
護
世
帯
の
方
は
除

く
）

▽
支
給
額 

７
〜
30
日
…
１
万
円
、

31
〜
60
日
…
２
万
円
、61
日
以
上

…
３
万
円
／
同
一
年
度
内
の
見
舞

金
の
支
給
は
合
計
３
万
円
を
限
度

▽
申
込
み 

退
院
し
た
日
か
ら
６

か
月
以
内
に
、患
者
名
・
医
療
機
関

名
・
入
院
期
間
が
わ
か
る
医
療
機

関
発
行
の
書
類（
領
収
書
可
）、印

鑑
、金
融
機
関（
郵
便
局
を
除
く
）

の
口
座
番
号
の
控
え
を
持
っ
て
市

役
所
１
階
高
齢
者
福
祉
課
へ

※
61
日
以
上
入
院
し
た
場
合
は
、

入
院
中
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
医
療

係（
３
３
５
・
４
０
３
３
）

70
歳
以
上
の
方
へ

高
齢
者
入
院
見
舞
金

支
給
事
業

■
青
少
年
健
全
育
成
協
力
者（
感

謝
状
）

▽
相
原　

博
／
青
少
年
対
策
浅
間

地
区
委
員
会
委
員

▽
鈴
木
紳
一
郎
／
青
少
年
対
策
第

九
地
区
委
員
会
委
員

▽
廣
野
英
子
／
青
少
年
対
策
第
五

地
区
委
員
会
委
員

新
た
に
次
の
方
が

民
生
・
児
童
委
員

　

10
月
１
日
か
ら
、民
生
・
児
童
委

員
に
次
の
方
が
新
た
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

問
合
せ
は
、地
域
福
祉
推
進
課

社
会
福
祉
係（
３
３
５
・
４
１
６

１
）へ
。

（
敬
称
略
）

▽
海
老
澤
信
子（
３
６
１
・
６
６
０

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄　

付
（
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
杉
田

信
義　

一
万
円
▽
多
摩
川
競
艇
運

営
協
議
会　

五
万
円
▽
東
工
業　

三
万
円
▽
日
本
事
務
器　

三
万
円

▽
共
同
印
刷
所　

一
万
円
▽
日
東

ハ
イ
ウ
エ
イ
興
業　

一
万
円
▽
さ

く
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス　

一
万
円

０
／
片
町
３
丁
目
担
当
）

桜
通
り
図
書
館
を
除
く

○
中
央
図
書
館
…
12
月
１
日（
木
）

か
ら

※
い
ず
れ
も
在
庫
が
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

▽
対
象 

市
民
、市
内
在
勤
・
在
学

の
方

▽
持
ち
帰
り
冊
数　

１
人
20
冊
ま

で※
手
さ
げ
袋
な
ど
は
各
自
で
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
し
ま
す

老
人
保
健
医
療
費
の

状
況

　

老
人
保
健
医
療
制
度
の
加
入
者

は
、昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
と
一
定
の
障
害
の
あ

る
65
歳
以
上
の
方
で
、医
療
費
の

う
ち
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と

で
、医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。医
療
費
の
総
額
と
一
部
負

担
金
と
の
差
額
は
、国
民
健
康
保

険
や
企
業
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら

の
拠
出
金
と
、国
・
都
・
市
の
公
費

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
市
の
老
人
保
健

医
療
費
は
１
３
３
億
２
５
４
４
万

円
で
、前
年
よ
り
２
億
６
６
３
９

万
円（
２
％
）減
少
し
ま
し
た
。し

か
し
、左
下
の
図
の
と
お
り
、受
給

者
の
高
齢
化
に
伴
い
１
人
当
た
り

の
年
間
医
療
費
は
約
64
万
９
千
円

で
、前
年
よ
り
2.1
％
増
加
し
て
い

ま
す
。

■
日
ご
ろ
か
ら
健
康
づ
く
り
を

　

老
人
保
健
制
度
を
維
持
す
る
た

め
に
は
、無
駄
な
く
上
手
に
医
療

を
受
け
る
こ
と
と
、栄
養
、

運
動
、休
養
の
調
和
の
と

れ
た
、正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。高
齢
期
を
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い

を
持
っ
て
元
気
に
過
ご
す

た
め
に
、次
の
こ
と
に
気

を
付
け
、日
ご
ろ
か
ら
病

気
の
予
防
と
健
康
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
の
日
常
の
生
活
を

理
解
し
、持
病
や
体
質
な

ど
を
よ
く
知
る
か
か
り
つ

け
医
を
持
つ

○
診
療
時
に
は
医
師
に
き
ち
ん
と

症
状
を
説
明
す
る

○
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
い

て
、同
じ
病
気
に
つ
い
て
複
数
の

医
療
機
関
で
受
診
し
な
い

○
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

早
期
発
見
、早
期
治
療
に
心
掛
け

る

◇　
　

◇　
　

◇

　

問
合
せ
は
、高
齢
者
福
祉
課
医

療
係（
３
３
５
・
４
０
３
３
）へ
。

千円 人

0

630

635

640

645

650

655

0

20,000

20,500

21,000

21,500

22,000

22,500
21,95821,958

21,38421,384

20,52620,526635635 636636

649649
21,958

21,384

20,526635 636

649

◆加入者数と１人当たりの老人医療費◆

平成14年度 15年度 16年度

１人当たりの老人医療費
加入者数

11
月
１
日（
火
）か
ら

薬
局
で
注
射
針
を
回
収

　

在
宅
医
療
の
進
展
に
伴
い
、注

射
針
が
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

11
月
１
日（
火
）か
ら
、府
中
市
薬

剤
師
会
の
協
力
に
よ
り
、薬
局
で

購
入
し
た
注
射
針
を
薬
局
で
回
収

し
ま
す
。

▽
回
収
開
始
日　

11
月
１
日（
火
）

▽
回
収
方
法

①
薬
局
で
注
射
針
を
購
入
す
る
際

に
、使
用
済
み
注
射
針
の
回
収
容

器
を
も
ら
う

②
回
収
容
器
に
使
用
済
み
の
注
射

針
が
た
ま
っ
た
ら
、「
使
用
済
み
注

射
針
回
収
薬
局
」の
看
板
の
あ
る

薬
局
へ
持
参
す
る

▽
問
合
せ 

ご
み
減
量
推
進
課
リ

サ
イ
ク
ル
係（
３
３
５
・
４
４
３

７
）、ま
た
は
府
中
市
薬
剤
師
会

（
３
６
８
・７
４
０
０
）

▲読書の秋を楽しみませんか

　10月９日に、旧八千穂村と旧
佐久町の合併による長野県南佐
久郡佐久穂町の誕生を記念した
「佐久穂町誕生祭」が、佐久穂町
で開催されました。
　誕生祭の式典で、府中市と佐
久穂町の姉妹都市盟約が野口忠
直市長と佐々木定男町長によっ
て結ばれ、盟約記念の旗が交換
されました。
　この盟約は、姉妹都市であっ
た旧八千穂村との交流が続いて
きたことによるもので、継続的
な交流の進展が期待されます。

　問合せは、市民活動支援課都
市交流担当（３３５・４１３１）
へ。

長野県佐久穂町と
姉妹都市盟約を締結

▲ 握手を交わす野口市長と佐々
木町長



平成17年（2005年）10月21日 I N F O R M A T I O N ～講座・催しなどの情報 4

子育てひろば
「アートDEランチ」

　親子で美術鑑賞や交流を通じてリフ
レッシュや友達づくりができるよう
に、府中市美術館を利用した子育てひ
ろばを実施します。
▽日時 11月９日（水）午前10時15分～
午後零時半
▽会場 府中市美術館
▽対象 ０歳児と親
※対象児以外を連れての参加はできま
せん。
▽定員 先着12組24人
▽費用 1000円（常設展観覧料・昼食
代含む）
▽内容 親子遊び、学芸員の解説によ
る常設展の観覧、昼食会
※離乳食・飲み物の持参可。
▽申込み 電話で子育て支援課へ
▽問合せ 子育て支援課推進係（３３
５・４１９２）、または府中市美術館（３
３６・３３７１）

養育家庭体験談の発表会

▽日時 10月27日（木）午後２時～３時
半
▽会場 府中駅北第２庁舎３階会議室
▽定員 先着80人
▽内容 児童養護施設などで暮らして
いる子供を、一定の期間、家庭に迎えて
一緒に生活している方の体験談
▽申込み 当日直接会場へ
▽問合せ 子ども家庭支援セン

ター「たっち」
（３５４・８７００）、または都多摩児童
相談所（３７２・５６００）

ＰＴＡ家庭教育学級
「子ども達のお金の価値観」
▽日時 11月11日（金）午前10時～正午
▽会場 小柳小

▽入場 自由（無料）
▽内容 お小遣いのあり方、金融教
育の取組についてほか
▽講師 吉田淳子氏（金融広報アド
バイザー）
▽主催 小柳小ＰＴＡ
▽問合せ 生涯学習課企画振興係
（３３５・４４６３）

地域に活かす介護予防講座

▽日時 11 月 26 日（土）、12 月４日
（日）・10日（土）・11日（日）午前10時～
午後３時半
▽会場 白糸台文化セン

ター

▽対象 介護予防活動に関心のある
市民で、全回出席できる方
▽定員 30人（抽せん）
▽費用 1000円（食材費含む）
▽内容 介護予防、口くうケアの講
義、転倒予防体操指導ほか
▽講師 北田信一氏（文京社会福祉
専門学校講師）ほか
▽主催 ワーカーズコープ
▽申込み 10月31日（月）まで（当日
消印有効）に、はがき（１人１枚）、ま
たはＦＡＸ（３３６・１６４４）に住
所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号
を記入して、あおばケアサービス
（〒183－0023宮町１の26の９の
103）へ
▽問合せ 市民活動支援課支援係
（３３５・４０３５）

製造業等活性化
支援事業補助金

▽対象 市内で製造業などを営む中
小企業者
▽対象事業・補助限度額・補助率　下
の表のとおり
▽申込み 11月15日（火）までに、府
中駅北第２庁舎３階工業技術情報セン

ター

へ

▽問合せ 工業技術情報セン
ター（３３５・

４４７４）

福祉有償運送の
相談窓口を開設

▽日時 11月１日（火）午前10時半～
正午
▽会場 市役所８階会議室
▽対象 高齢者や障害のある方など
を対象に、乗降を容易にする機能が
ついた車両を使って、有償で移送
サービスを行うＮＰＯ団体ほか
▽定員 先着24人
▽申込み・問合せ　障害者福祉課生
活係（３３５・４５４５）へ

11月の子育てひろば
ポップコーン

▽開催日・会場・対象年齢　下の表の
とおり
▽時間 各開催日の午前10時～正午
／園庭開放は午前９時半～11時
▽費用 無料
▽問合せ 子育て支援課推進係（３
３５・４１９２）

納期限のお知らせ

▽種別 市（都）民税第３期分、国民
健康保険税第３期分
▽納期限及び口座引落日　10月31日
（月）
※口座引落しをご利用の方は、預金
の残高をご確認ください。
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４
４４８）

ご利用ください
臨時納付窓口

▽日時 10月30日（日）午前９時～午
後５時
▽場所 市政情報セン

ター

▽内容 市税、国民健康保険税、介護

保険料、保育料の納付
▽問合せ 納税課管理係（３３５・４４
４８）、介護保険課管理係（３３５・４０
２１）、保育課管理係（３３５・４１７
２）、当日は市政情報セン

ター（３３６・１８１
８）

市の施設　11月の休館日

■文化センター
○西府・新町・是政文化センター　７日
（月）
▽問合せ 文化コミュニティ課管理係
（３３５・４１３７）
■体育館
○総合体育館　７日（月）・11日（金）・21
日（月）・22日（火）
○押立・栄町・四谷体育館　10日（木）・
11日（金）・21日（月）
○白糸台・本宿体育館　17日（木）・18日
（金）・28日（月）
▽問合せ 総合体育館（３６３・８１１
１）、各地域体育館は体育課施設係（３
３５・４４８８）

少年剣道大会団体戦
参加チーム募集

▽日時 12月４日（日）午前８時半
▽会場 総合体育館
▽対象 市内の小・中学生で編成され、
平成17年度スポーツ傷害保険に加入
しているチーム
▽チーム編成　１チーム７人（チーム
数は何チームでも可）／先鋒・次鋒（小
学４年生以下）、５将・中堅・３将（小学
６年生以下）、副将・大将（中学生以下）
※補欠は小学４年生以下、小学６年生
以下、中学生で各１人です。
※４～６人のチームでの参加もできま
す。
▽費用 無料
▽申込み 11月18日（金）までに、決め
られた用紙（市役所８階体育課に用意）
で体育課へ
▽問合せ 体育課振興係（３３５・４４
７７）

■第10回教育委員会定例会
　10月25日（火）午後１時半　教育セン

ター／
傍聴希望の方は前日までに、総務課へ
／問合せは同課総務係（３３５・４４２
４）へ
■高齢者保健福祉・介護保険事業計画
策定委員会
　10月27日（木）午後２時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方は当日直
接会場へ／問合せは介護保険課高齢介
護事業計画担当（３３５・４１２９）へ
■都市計画審議会
　11月７日（月）午後３時　市役所北庁
舎３階会議室／傍聴希望の方（先着10
人）は当日直接会場へ／問合せは計画
課（３３５・４３３４）へ

▲親子で楽しく交流できます

子育てひろば
ポップコーン ０歳 １歳 ２・３歳

新町文化セン
ター 28日（月）14日（月）21日（月）

四谷文化セン
ター 17日（木）24日（木）10日（木）

総合体育館 15日（火）１日・29日（火）８日（火）

第九・住吉・白糸台
学童クラブ ４日・11日・18日・25日（金）

ポップコーン･
パパ ０～３歳

各市立保育所 20日（日）

園 庭 開 放 ０～３歳

各市立保育所 16日（水）

※対象年齢は目安です。
※ 兄弟姉妹で参加する場合は、どちらの対象年齢
でも参加できます。

■東京外国語大学附属図書館講演会
「読むことの創造性」　10月26日（水）
午後４時半～６時　同大学／先着
200人／無料／講師は奥泉　光氏（作
家）／当日直接会場へ／問合せは同
大学情報図書館課（330・5193）へ
■都立府中朝日養護学校講演会　11
月１日（火）午後１時20分～３時半
　同校（朝日町３の14）／無料／内
容は障害のある方の生涯発達につい
て／講師は菅野　敦氏（東京学芸大
学教授）／当日直接会場へ／問合せ
は同校・教育相談室（335・6111）へ
■府中刑務所文化祭　11月３日（祝）
午前10時～午後３時　同刑務所／
内容は刑務作業製品の展示・即売ほ

か／１日所長に斉藤慶子（女優）が
就任／問合せは同刑務所（362・31
01）へ
■国民年金保険料９月分の納期限
及び口座振替日　10月31日（月）
／納付場所は郵便局、金融機関、コ
ンビニエンスストア／問合せは府
中社会保険事務所（361・1011）へ

■全国ＪＯＣジュニアオリンピッ
クカップ夏季水泳競技大会　日本
水泳連盟主催の同大会で、シンク
ロナイズドスイミングの13～15歳
クラスのチーム種目で、アクラブ
調布に所属している六中２年生の
松山芽以さん（白糸台在住）が３位
に入賞

▽場所 三千人塚（矢崎町２の21）
▽入場 自由（無料）
※車での来場はできません。
▽問合せ 文化財担当（３３５・４４
７３）

発掘調査
現地説明会都史跡「三千人塚」

　多摩地区最古の板碑が立つ「三
千人塚」の最新発掘成果を公開し
ます。
▽日時 10月23日（日）午前10時
～午後３時／小雨実施

事　業　名 補　助
限度額 補助率

市場開拓事業 ５万円
補助対象
経費の２
分の１以
内

ＩＳＯ等
取得事業

ＩＳＯ
取得 30万円

特許取得 ５万円
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　３６８・７９２１
観覧料　大人２００円・子供１００円

■森のお話会～紙芝居
　10月22日（土）午後２時45分　旧郵
便取扱所脇／対象は５歳以上の方／内
容は「かるかやバレーがっこう」ほか／
語りは十べえお話の会
■星空観望会～火星の最接近１日前
　10月29日（土）午後７時半～９時　
当館正門前集合／費用大人100円、子
供50円／内容は約２年ぶりに地球へ
接近する火星の観察／協力は府中天文
同好会／中学生以下は保護者同伴／雨
天・曇天中止（当日午後３時に決定）
■プラネタリウム特別投影
　11月２日（水）午前11時　プラネタ
リウム／対象は障害者手帳などをお持
ちの方と付添いの方（１人）／無料／内
容は幼児番組「天馬ペガススと秋の星
座めぐり」／当日直接会場へ
■竹かご教室
　11月３日（祝）午前10時～正午、午後
１時～３時　ふるさと体験館／対象は
高校生以上の方／各回先着８人／費用

1500円／講師は吉田圭二氏（竹かご
職人）／申込みは電話で当館へ
■ゴムスタンプを彫ろう
　11月６日（日）午後１時～３時　
ふるさと体験館／対象は小学生以上
の方（小学４年生以下は保護者同伴）
／先着10人／費用200円／講師は吉
田三千夫氏（ゴムスタンプ製作指導
者）／申込みは電話で当館へ

　３３６・３３７１

■美術館講座「岡本太郎と対極主義」
／Ｆ
　11月５日（土）午後２時　講座室／
無料／講師は当館学芸員／当日直接
会場へ

　３３５・６２１１

■ASKA CONCERT TOUR 05 〉〉

06 My Game Is ASKA
　12月20日（火）午後６時半　どりー
むホール／入場料7350円（全席指定／
１人２枚まで）／チケット予約開始は
10月30日（日）／発売は翌日から／
小学校入学前のお子さんの入場不可

府中の森芸術劇場11月の主な催し

　５日（土）府中の森笑劇場～入船亭
扇橋ほか／６日（日）山咲史枝＆岩渕
嘉瑩ジョイントリサイタル／８日
（火）松山千春コンサート／12日（土）
プロムナードコンサート～パイプオ
ルガン／13日（日）Beautiful Sound 
Corner in MUSASHI～室内楽の楽
しみ／20日（日）多摩ユースオーケ
ストラ～チャイコフスキー「くるみ
割り人形」ほか／22日（火）ブロード
ウェイミュージカルカンパニー

　３５４・８７００

■リフレッシュ保育１月分利用受付
　対象は１歳～就学前の幼児の保護
者で利用登録している方／１時間ご
とに先着８人／費用（１時間）は市民
１人目800円、２人目400円、３人目
以降200円、市内に２親等以内の親
族がいる市外の方１人目1000円、２

人目500円、３人目以降300円／内容は
午前10時～午後５時で継続して４時
間を限度に月８日まで利用可／申込み
は11月１日（火）から利用日の２日前ま
でに、決められた用紙（当セン

ター総合受付に
用意）で当セン

ター総合受付へ／２日（水）以
降は電話での仮予約可

　３６０・３３１１

■ミュージックフェスタ～高校生バン
ドバトル
　12月10日（土）午後２時　けやきホー
ル／入場料500円（全席自由／高校生
以下無料）／内容はアマチュアバンド
のライブ／チケット発売は10月21日
（金）から当館、府中の森芸術劇場で
■ベビーマッサージ教室
　11月16日（水）・23日（祝）・30日（水）、12
月９日（金）①午後１時15分～２時15
分、②午後３時～４時（各全４回）　託
児室／対象は新生児～６か月の乳児と
母親／定員各８組（抽せん）／費用
3200円（保険料、オイル代含む）／内容
はオイルを使ったベビーマッサージ／
講師は草間裕子氏（国際インファント
マッサージ協会公認インストラク
ター）／申込みは10月31日（月）まで
（必着）に、往復はがき（１組１通）に希
望時間（①②いずれか）、住所、氏名、電
話番号、乳児の氏名・月齢、返信用あて
名を記入して、当館へ

　３６０・１３１２／ FAX３６８・６１２７

心身障害者福祉 セン
ター

■懇談会
　10月29日（土）午前11時～午後零時
半／対象は肢体・視覚障害のある方と
その家族ほか／費用300円／内容は自
宅での過ごし方についての意見交換ほ
か／申込みは10月26日（水）までに、当
セン
ターへ
■コンサート
　10月29日（土）午後１時～２時半／無
料／内容は穴澤雄介（視覚障害のある
音楽家）によるクラシック、ディズニー
ソングなどの演奏
■心身障害者福祉セン

ターまつり
　11月３日（祝）午前10時～午後３時
／無料／内容は手話、障害疑似体験、模
擬店ほか

　・府中ボランティアセン
ター　３６４・００８８

■学生・ヤング社会人ボランティア講座
　日時・内容は下の表のとおり　ふれ
あい会館ほか／対象は高校生～39歳
でボランティアグループ活動に関心
のある方／定員30人（抽せん）／無料
（500～1000円程度の実費負担の場合
あり）／体験は複数回参加可／申込み
は10月31日（月）までに、決められた用
紙（府中ボランティアセン

ターに用意）で当セン
ター

へ／問合せも当セン
ターへ

■シニア・テニス交流大会　11月13
日（日）午前９時～午後１時　健康セン

ター

／雨天の場合は20日（日）／対象は男
性55歳以上、女性50歳以上の市民／
費用１組1000円／内容はダブルスの
交流ゲーム／主催は府中シニア・テ
ニス協議会／申込みは10月31日（月）
まで（必着）に、往復はがき（２人１組）
で国藤正義宅（〒183－0057晴見町１
の28の９の105）へ／問合せも同宅
（364・5725）へ
■府中剣誠会少年剣道大会　10月
30日（日）午後１時　七小体育館／問
合せは星野宅（323・5888）へ
■なかまフットサル大会　11月27日
（日）午前９時～午後５時　ミズノ
フットサルプラザ味の素スタジアム
（調布市西町）／対象は①20歳以上の
男性、②女性、③小学生以下で２つ以
上の区分に該当するメンバーのいる
５人以上のチーム／定員20チーム
（抽せん）／費用3000円（保険料含む）
／主催は武蔵府中法人会／申込みは
11月10日（木）まで（必着）に、決めら
れた用紙（同法人会に用意）で同法人
会（〒183－0055府中町２の25中央
文化セン

ター内）へ／ＦＡＸ（360･1678）可
（10日午後６時まで）／問合せは同法
人会事務局（363･3501）へ
■還暦野球教室　11月７日・14日
（月）午前11時～午後１時　健康セン

ター

第１野球場／雨天中止／対象はおお
むね60歳以上の方／定員10人（抽せ
ん）／無料／野球用具持参／申込み
は11月５日（土）まで（必着）に、はが
きで藤谷良一宅（〒183－0045美好
町３の26の11）へ／問合せも同宅
（368・1826）へ
■ケヤキ囲碁大会　①11月26日
（土）・27日、②12月11日（日）午前10
時～午後４時半　府中グリーンプラ
ザほか／費用大人1000円、高校生以
下500円／内容は①有段者・無差別
個人戦、②級位者個人戦／申込みは
電話、またはＦＡＸ（352・2536）で囲

碁を楽しむ会へ／問合せも同会（31
4・3433）へ
■講演会「精神障害者の家族の代行を
するＮＰＯ法人の実践について」　11
月５日（土）午後１時半～３時半　ふ
れあい会館／無料／内容はＮＰＯ法
人による家族に代わる生活支援、金銭
管理、成年後見制度利用などの支援ほ
か／講師は大野道雄氏（きずなの会専
務理事）／問合せは府中梅の木会
（368・5337）へ
■和光書道展　11月４日（金）から６
日（日）午前10時～午後６時（４日は
午後１時から、６日は午後５時まで）
　府中グリーンプラザ／無料／主催
は和光書道会／問合せは同会（360・
5372）へ
■調和の響きコンサートMARI室内
合奏団　11月12日（土）午後５時　
府中グリーンプラザ／入場料1800円
（全席自由／前売りは300円引き）／
指揮は梶原マリ／曲目はエルガー…
「セレナーデホ短調」ほか／後援は府
中文化振興財団／小学校入学前のお
子さんの入場不可／問合せは梶原宅
（366・3623）へ
■浅間町ハロウィーン祭り　10月30
日（日）午後１時～４時　浅間町２丁
目公園ほか／内容は仮装して町内を
回りお菓子をもらいながら行うスタ
ンプラリーと仮装コンテスト／主催
は浅間町共栄会／問合せは同会・山
田あて（363・2537）へ
■中高年の英語リフレッシュ楽習講
座　11月１日（火）午後１時半～３
時　府中グリーンプラザ／無料／内
容は中学時代に学んだ英語を見直し
海外旅行に活用する／講師は井土一
雄氏（中高年リフレッシュ英語講師）
／主催はＲ.Ｆ.Ｃ.／申込みは電話、
またはＦＡＸで井土宅へ／問合せも
同宅（381･9553＝ＦＡＸ同番）へ
■ありのままでいいんだよ～つくら
れる「障害」児たち　11月５日（土）午
後６時半～９時　府中グリーンプラ
ザ／費用500円（資料代）／講師は石
川憲彦氏（小児科医）／主催は就学時
健診を考える府中市民の会／当日直

接会場へ／問合せは郡司宅（36
2･5703）へ、夜間に
■愛児園まつり　11月５日（土）午
前10時～午後零時半　府中愛児
園／内容は産直野菜の販売、手作
りおもちゃの作成ほか／問合せは
同園（361･2726）へ
■子育てワークショップ「完璧な
親なんていない」　11月10日から
12月15日の毎週木曜日　午前10
時～正午　さくらんぼ保育園／対
象は全回出席できる３歳以下の子
供の親／定員10人（抽せん）／無料
／内容は育児の悩みを話し合う／
講師は佐藤典子氏（子育てアドバ
イザー）ほか／申込みは10月31日
（月）まで（必着）に、往復はがき、ま
たはＦＡＸ（340・5539）に託児（無
料）希望の方は幼児の生年月日を
記入して、同園（〒183－0004紅葉
丘１の28）へ／問合せも同園（36
6･2178）へ
■苗木即売会　11月６日（日）まで
　午前10時～午後４時半　大國魂
神社境内／雨天中止／内容は草
花・果実・庭木の販売／問合せは府
中市植木花卉生産組合（336・11
28）へ
■街頭無料暮らしの書類作成相談
会　10月27日（木）午後１時半～
４時半　グリーンプラザ／内容は
相続や遺言、各種申請書類などの
作成についての相談／相談員は行
政書士／主催は東京都行政書士会
府中支部／問合せは同支部・鹿島
あて（363・2750）へ
■小・中学生絵画作品募集　対象
は小・中学生の市民／内容は「笑
顔」をテーマにした絵画／作品は
12月21日（水）から23日（祝）午前
10時～午後４時に府中市美術館
で展示／表彰式は23日（祝）午前
10時から／主催は国際ソロプチ
ミスト東京－府中／申込みは11
月11日（金）までに、電話で加藤あ
てへ／問合せも加藤あて（090・30
47・1484）へ

日　時 内　容
11月12日（土）
午後３時～５時

ボランティアグループ
の活動紹介ほか

11月26日(土)
午前10時～正午 ボランティアグループ

の活動に参加し、障害
のある子供へのボラン
ティア体験

11月27日(日)
午前９時～午後５時
12月10日(土)
午前10時～正午
12月11日（日）
午前９時～午後５時

ボランティアグループ
が開催するクリスマス
会でのボランティア体
験

12月18日（日）
午前９時～午後５時
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※各ページのＦマークは、「ふちゅうカレッジ1 0 0」の対象事業です。

○会場の記載のないものは、保健センターで行い
ます
○予防と相談は無料です
○各事業の申込み・問合せは、それぞれの申込み日
の午前８時半から受け付けます／申込み日の記載
のないものは、当日直接会場へ
○このコーナーは、毎月21日号に掲載します

11月の予防と相談

府中市今昔物語府中市今昔物語

申込みは母子保健係（368・5333）へ

■はじめてのパパママ学級（４回コース）／Ｆ　
申込み…10月24日（月）から
　11月25日、12月２日･９日（金）午後１時半～３
時50分、12月17日（土）午前９時半～正午／対象は
受講時妊娠16～27週の初産の妊婦／定員40人／
内容は妊娠中の健康管理･出産の準備、妊婦体操、
もく浴実習ほか／12月２日・17日は配偶者の参加
可（妊婦体験用モデルの試着、もく浴実習ほか）
■はじめてのパパママ学級（半日コース）／Ｆ　
申込み…10月24日（月）から
　11月26日（土）午前９時～11時半／対象は受講
時妊娠24～36週の初産の妊婦と配偶者／定員30
組／内容は歯科保健講話、もく浴実習、妊婦体験
用モデルの試着ほか
■母子保健相談　申込み…10月24日（月）から
　①11月２日（水）午後１時半～４時・②７日（月）・
16日（水）・21日（月）・30日（水）午後１時半～２時／
定員①８人、②各日２人／内容は助産師による妊娠･
出産･母乳育児･乳房の相談
■子育て相談室
　受付は月曜から金曜日　午前９時～11時、午後
１時～４時　保健セン

ター分館／内容は保健師･看護師･
栄養士･歯科衛生士による電話･面接相談（面接相
談は原則として電話予約）
■ママクラスクッキング　申込み…10月24日（月）
から
　12月８日（木）午前10時～午後１時　中央文化
セン
ター／対象は受講時妊娠16～27週の初産の妊婦／
定員15人／内容はお母さんになるための簡単バ
ランス料理実習、試食／エプロン、三角きん、ふき
ん、母子健康手帳持参
■離乳食教室前期／Ｆ　申込み…11月１日（火）から
　11月11日・25日（金）午後１時半～３時／対象は
平成17年４～６月生まれで第１子の保護者／定
員各日20人／内容は離乳食のすすめ方、調理実
演、試食、懇談ほか

■離乳食教室後期／Ｆ　申込み…10月24日（月）
から
　11月９日（水）午後１時半～３時／対象は平成
16年11月～平成17年２月生まれで第１子の保護
者／定員20人／内容は離乳食のすすめ方、調理実
演、試食、懇談ほか
■幼児食教室／Ｆ　申込み…10月25日（火）から
　11月１日（火）午前10時～正午／対象は平成15
年11月～平成16年４月生まれで第１子の保護者
／定員20人／内容は栄養士の講話、調理実演、試
食、懇談ほか／託児あり
■親と子の歯みがき教室　申込み…10月25日（火）
から
　11月16日（水）午前10時～11時／対象は歯が生
えている平成16年11月１日以降に生まれた乳幼
児と保護者／定員25人／内容は歯科医師、歯科衛
生士による話ほか
■１歳・３歳６か月児予防歯科指導教室
　11月18日・25日（金）／受付は①午前９時半･10
時半、午後１時15分・②２時半・３時／対象は①平
成16年10月生まれの幼児と保護者、②平成14年４
月生まれの幼児と保護者／内容は歯科衛生士に
よる歯磨き指導／申込みは予防歯科指導担当（368･
5322）へ

申込みは母子保健係（368・5333）へ

■結核予防接種（ＢＣＧ）
　11月８日（火）／受付は午後１時40分～２時40
分／対象は平成17年７月生まれの乳児／接種が遅
れている方も生後５か月まで可／検温は当日会
場で／母子健康手帳を持って、必ず保護者同伴で
■結核検診（胸部Ｘ線間接撮影）
　11月８日（火）午後１時半～３時／対象は15歳
以上の市民／託児あり
■３･４か月児健康診査と産婦健康診査
　11月10日・17日・24日（木）／受付は午後１時10
分～２時20分／対象は平成17年７月生まれの乳
児と母親
■１歳６か月児健康診査
　11月７日（月）・16日（水）・21日（月）・30日（水）／
受付は午後１時～２時／対象は平成16年４月生
まれの幼児
■３歳児健康診査
　11月15日・22日・29日（火）／受付は午後１時～
１時45分／対象は平成14年10月生まれの幼児
■妊婦歯科健康診査
　11月１日（火）､12月７日（水）午後１時20分／対
象は妊娠16～27週の妊婦／定員32人／内容は歯
科健康診査、歯磨き指導ほか／母子健康手帳・受
診票持参／市内協力歯科医院でも受診可

■２歳・２歳６か月・４歳･５歳児幼児歯科健診
　①11月９日（水）午後１時15分～３時・②10日（木）
午前９時半～午後３時･③24日（木）午前９時半～午
後３時／対象は①平成12・13年10月生まれの幼児、
②平成15年10月生まれの幼児、③平成15年４月生ま
れの幼児／内容は歯科健康診査、歯磨き指導ほか／
申込みは予防歯科指導担当（368･5322）へ

申込みは成人保健係（368・6511）へ

■歯科なんでも相談　申込み…10月24日（月）から
　11月17日（木）午後１時半～３時／先着15人／
内容は歯科医師、歯科衛生士による歯の健康相談

TEL（362・2334）

■11月の心の相談事業
　高齢者の心の相談…7日（月）、心の健康相談…
21日（月）、思春期相談…24日（木）いずれも午後２
時～４時
■母子講演会「ダウン症のこどもを育てる～言葉
の発達を促すコミュニケーション」
　11月11日（金）午前10時～11時45分／ 対象は就
学前のダウン症児の家族ほか／先着70人／講師
は長浜ヒサ氏（江戸川区教育研究所職員）
■アレルギー講演会「こどもの皮膚～アトピーか
らスキンケアまで」
　11月14日（月）午後１時半～３時半／対象はアト
ピー性皮膚炎などのアレルギーのある子供の家族
ほか／先着70人／講師は山本一哉氏（皮膚科医）

◇　　　◇　　　◇
　会場は多摩府中保健所／申込みは地域保健係へ

特集　ＮＰＯ・ボランティア団体

学ぶ学習から生かす学習を
府中市生涯学習ボランティア「悠学の会」

　府中市生涯学習ボランティア「悠学
の会」は、「学ぶ学習から生かす学習を！」
を目標に、市と協働して活動を行って
います。
　会は、次のグループで構成されていま
す。
○学習情報誌管理グループ…生涯学習
についての情報誌の整理・閲覧
○新聞クリッピンググループ…生涯学
習についての情報を生涯学習センター
に掲示
○講座記録グループ…市指定の各種講
演会の記録、小冊子を作成し、図書館な
ど市の施設に配布
○情報紙作成グループ…情報紙「ふ
ちゅう東西南北生涯楽習だより」を年
４回発行
○講座企画グループ…会員のアイディ
ア・ネットワークを活用し、講座・講演
会の企画・提案・運営支援、「ふちゅうカ
レッジ100」の押印作業
○エル・ネットグループ…市と協働で
受講者の要望の多い講座を選択し、月

５講座を放映
○パソコングループ…インターネッ
ト、電子メールなどの講座とIT技術
操作の無料相談会を年８日開催
　「生涯学習フェスティバルで実施
した親子参加型ワークショップが
好評だったこともあり、今後はこう
した活動を広げていきたい。また、
団塊世代の退職者の能力を生かす
事業を展開していきたい」と代表の
結城徳好さんは話します。
▽府中市生涯学習ボランティア「悠
学の会」（晴見町３の12／３６２・
５３２９）

　西武多摩川線の多磨駅は、
昭和４年に、多磨墓地（現在
の多磨霊園）の最寄駅である
ことから「多磨墓地前駅」と
して誕生しました。
　右の写真は、昭和12年の多
磨駅で、当時は木造車体のガ
ソリンカーが運行していま
した。このガソリンカーは、
昭和25年の電化とともに廃止されました。
　昭和63年には、駅舎が建て替えられ、さ
らに、平成13年には、榊原記念病院の朝日
町への移転の決定に伴い、現在の「多磨駅」
に改称されました。
　多磨駅周辺には、東京外国語大学や味の
素スタジアムなどが建てられ、
平成11年と平成15年の乗降者数
を比べると、１日平均で約7900
人から約11600人と約1.5倍に増
えています。

上の写真は、単線のためガソリン
カーの交換が行われている様子で
す。現在の多磨駅（下の写真）では、早
朝・深夜のみ交換が行われています

府中市今昔物語府中市今昔物語
の巻の巻

〜懐かしいあの場所を訪ねて
   多

磨駅
   多

磨駅

▲ パソコンふれあい広場（パソコ
ン相談）の風景

９月の市内の交通事故と犯罪発生件数       府中警察署速報値

　秋の行楽シーズンは、外出先で自動車との接触
事故や車上ねらいなどに遭遇したり、外出中の家
が空き巣ねらいの標的になる恐れがあります。日
ごろ気を付けていることを、再度確認して、交通事
故や犯罪に遭わないように注意しましょう。
　問合せは、地域安全対策課安全係（３３５・４
１４７）へ。

（　）は前年比

交通事故

発生件数
（件）

事故当事者（人）
歩行者 自転車 二輪車 四輪車

96
（14減）

11
（６増）

39
（８減）

23
（９減）

108
（20減）

犯罪発生
（単位　件）

全刑法犯 空き巣ねらい 乗り物盗 車上ねらい ひったくり

266
（169減）

８
（４減）

111
（29減）

18
（26減）

２
（増減なし）

※交通事故は事故１件に対し、複数の当事者の計上となっています。


